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株式会社マンダム（本社：大阪市、社長執行役員：西村元延 以下マンダム）は、発汗制御に繋がる次世代の制汗

剤創出に向けた基盤技術の研究開発に取り組んでいます。 

制汗効果の高い機能性成分や制汗剤を開発するためには、日常生活における発汗挙動を連続的かつ定量的に把

握することが必要です。特に、多くの生活者が悩みを抱える腋窩（ワキ）の発汗挙動の理解が重要ですが、これまで

ワキにおいて連続性と定量性を兼ね備える評価方法は存在しませんでした。そこで、肌への密着性と快適性に優れ

た換気カプセルを独自開発することにより、これらの課題を解決した測定方法を確立しました。その結果、ワキの発

汗量は行動に伴って大きく変化し、歩行中よりも歩行後に増大することがわかり、また腕や首をボディシートで拭くだ

けで過剰な発汗を抑制できる可能性を見いだしました。 

マンダムでは、汗腺の収縮運動を抑える機能性成分の開発にも取り組んでおります。今回、確立した測定方法を

研究開発に活用し、高い制汗効果を有する次世代制汗剤に繋げることにより、昨今の生活者の悩みである多汗や汗

臭の改善に大きく役立つと期待されます。 

なお、本研究成果は 2020 年 10 月 21 日（水）～10 月 30 日（金）に開催された、第 31 回国際化粧品技術者会

連盟（IFSCC）横浜大会」（Web 開催）において発表しました。 

 

１．連続的かつ定量的な腋窩発汗量の測定の必要性～従来の発汗量測定技術の課題～ 

発汗は、ヒトの体温調節や免疫の観点で、多くの重要な役割を果たしていると言われています。しかしながら、腋窩

（ワキ）の過度な発汗は、汗じみ等の衣服汚れや体臭の原因となり、近年の温暖化や社会環境の変化を背景に、悩

みを抱える生活者が増えてきています。この悩みを解決するため、マンダムでは、汗腺の出口に制汗成分でフタをす

る制汗剤に加え、汗腺の分泌部に直接作用する次世代制汗剤の創出に取り組んでいます。生活者にとってより満足

度の高い制汗剤を実現するためには、次の二つが重要です。 

① 発汗の挙動（どのような場面で、どの程度の発汗がされているのか等）を知ること 

② 発汗を抑えたい場面で、開発した製品による制汗効果を確認できること 

従来の測定方法では、日常生活の中で連続的に、かつ定量的に発汗量を測定することができず、これらを知ること

ができませんでした。 

 

マンダム、日常生活に伴うワキの発汗挙動の確認を可能に 

～ワキの発汗量は行動に伴って大きく変化し、歩行中よりも歩行後に増大する～ 

2021 年 2 月 16 日
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２．日常生活に伴う発汗挙動をマンダム独自開発の換気カプセルを用いて可視化 

～ワキの発汗量は行動に伴って大きく変化し、歩行中よりも歩行後に増大する～ 

 今回は、発汗挙動を知るために、マンダムで独自に開発した換気カプセルを用いた発汗量評価方法により、夏場

（気温約 35℃）の行動（自宅から職場への移動、職場での勤務、昼食）に伴う、ワキの発汗挙動を確認しました。発汗

量が多い被験者では、自宅からの屋外移動中に発汗量が増大しました。そして出社後、冷房環境下での業務におい

て発汗量が低下し、行動に伴って大きく発汗挙動の変化が起こることがわかりました（図１）。さらに、屋外歩行後は、

歩行中よりもワキの発汗量が増大することがわかりました（図２）。 

 一方、発汗量が少ない被験者も存在します。今回の試験では、発汗量が多い人と少ない人の最大発汗量の差は約

35 倍であることがわかりました。 

 

３．ボディシートで腕や首を拭くことで、運動により促進されたワキの発汗を抑制できる可能性 

さらに、運動後、身体をボディシート（メントールを含む市販商品）で拭くことによる、ワキ発汗へ与える影響を確認し

ました。その結果、運動により促進された発汗は、運動終了後にワキ以外の部位（首や腕など）を清拭することで、速

やかに低下しました（図３）。つまり、制汗剤のワキへの使用が困難な日中場面においても、腕や首をボディシートで

拭くだけで、ワキの過剰な発汗を抑制できる可能性を見いだしました。 

 

４．生活者の発汗挙動を知るために、日常生活でのワキの動きにも耐えうる、独自のワキ発汗量の測定方法を確立 

以上の評価は、今回、独自に確立した発汗評価方法によって成し得たものです。従来、存在する発汗評価方法の

うち、定量性に優れた方法が換気カプセル法です。これは、測定部位に接着した「換気カプセル」に、ガス（空気また

は窒素）を送り、カプセルに流入したガスの湿度とカプセルから流出したガスの湿度の差から発汗量を算出する方法

で、前腕部など屈曲や皮膚の伸展が少ない部分での測定に適しています。しかし、ワキなどの、日常生活で屈曲や

皮膚の伸展を伴う部位での測定には適していませんでした。そこで、今回、3D プリンタを用いて皮膚と接触するカプセ

ル部分の形状を複数作製し、最も密着力が高く、日常生活において貼り付けていても不快感の少ない形状（図４）とし

て、次の 3 点を導出しました。 

①皮膚との接着面積は 200 mm2～600 mm2 

②1 cm 以下で、換気ができる厚みが維持されている 

③角がなく、丸みをおびている 

（カプセル形状について特許出願中） 

また、前腕部を用いて、従来の換気カプセル法と同様に発汗量の測定が可能であることを確認し、新たな発汗量測

定方法（図５）として確立しました。 

 

今後は、今回確立した評価方法を活用し、発汗に関する新たな知見を収集していく予定です。また、先端化粧品科

学共同研究講座（大阪大学大学院薬学研究科とマンダムとの共同研究講座）における成果※と組み合わせ、生活者

が実感できる、高い制汗効果を有する次世代制汗剤の創出に繋げて参ります。 
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※参考リリース 

・「長期培養が可能なヒト汗腺の筋上皮細胞の樹立に成功」 2020 年 5 月 8 日 

https://www.mandom.co.jp/release/pdf/2020050802.pdf 

・「体温調整を担うヒト汗腺において、発汗収縮の可視化と数値化により、評価法の確立に成功」 2018 年 9 月 18 日 

https://www.mandom.co.jp/release/pdf/2018091801.pdf 

・「体温調節を担う汗腺の三次元構造の可視化に成功」 2017 年 6 月 21 日 

https://www.mandom.co.jp/release/pdf/2017062101.pdf 

 

【参考資料】 

図１ 発汗量が多い被験者のワキ発汗挙動 

 

 

図２ 運動（歩行）終了前後のワキ発汗量の比較 
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図３ ボディシートをワキ以外（腕、首など）に使用した場合のワキ発汗量の変化 

 

 

図４ 開発したカプセルと従来型カプセルの形状の違い 

 

 

図５ 日常行動時のワキ発汗の測定に適した評価機器 

 

 

以上 


